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1.
マネーフォワードの事
業紹介
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2.
マネーフォワードの開
発組織の紹介



Money Forward 

⬡ Here you have a list of items
⬡ And some text
⬡ But remember not to overload your 

slides with content
Your audience will listen to you or read the 
content, but won’t do both. 
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Product EProduct Team CProduct Team A Product Team B

Product SRE

いくつかのプロダクトチームでは専任のSREが活動しており、

platformだけではカバーするのが難しいより複雑な要求に答えてい

る。

Enabling SRE

プロダクトチームが自分たちでSREを実践することができるように、

SREのプラクティスや文化を組織に浸透させるための活動をしている。

マネーフォワードの開発組織 (SREの観点から)
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Platform SRE

組織全体の運用負荷の最小化と開発生産性の最大化のための基盤を開発・運用している。

Product Team D



3.
マネーフォワードの
DevOpsに対する取
り組みの振り返り



2022

マイクロサービス基盤の歩み
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2021202020192018

創業期から2018年頃ま
では開発と運用は分断さ
れていた

AWSの上にECSでコンテ
ナ基盤を作り始めた

EKSが東京リージョンで
GAになりECSからの移行
を決定

規模の大きいプロダクトを
含めEKSへの移行が進む Platformの開発が続く

組織が拡大し、運用チー
ムの負荷が増大しボトル
ネックになりはじめた

いくつかのプロダクトが
ECS基盤の上で本番稼働

オンプレからEKSへの移
行の第一弾が成功した

マイクロサービス化が進
むのに連れて基盤の上で
稼働するアプリケーション
が増加



DevOpsへのコミット

❏ プロダクトチームと運用チームのサイロをコンテナ、

Kubernetes、AWSを利用したplatformを作ることで権限

移譲を進め解消してきた

❏ Platformでより高速かつ安定したデプロイパイプラインを

提供してきた

❏ クラウドやKubernetesを利用した自動化によって運用の

負荷を下げてきた
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4.
DevOpsの変化



クラウド

❏ IaCと合わせてインフラ管理

の自動化、権限の移譲

❏ システム構築のアジリティの

向上

新たに広まった技術が与えた影響

コンテナ

❏ CI/CDパイプライン上での可

搬性の高さ

❏ アプリケーションのランタイ

ムや依存するパッケージな

どの管理の移譲
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Kubernetes
❏ Operatorなどによって高度

な自動化が可能になった

❏ ワークロードのリソースまで

プロダクトチームが管理でき

るようになった

新たに広まった技術が与えた影響

マイクロサービス

❏ デリバリー頻度の向上

❏ プロダクトのオーナーシップ

がより明確になった
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DevOpsの変化

❏ DevOpsの概念自体が広まったことでプロダクトチームの

運用に対する意識が高まった

❏ 新たに広まった技術によりDevOpsで提唱されていた原則

を実現することは旧来に比べ容易になった

❏ DevOpsをenableするためのplatformが新たに作られた

17



Platform
のサイロ
DevOpsをenableするために作ら

れた基盤とその利用者の間に新た

な壁が生まれている
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Platformとは何か

PlatformとはすなわちAWSであるし、

Kubernetesであるし、それに関連するコンポー

ネントによって構成されるDevOpsをより

enableするために作られてきたものである
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Platformのサイロとは何か

❏ 利用者にとってはplatformの内部がブラックボックスである

❏ Platformを使うことは覚えることが多くて難しい

AWS、 Terraform、 Kubernetes manifest、 キャパシティプラン

ニング、ネットワーク構成の把握…

❏ Platform自体に機能が足りておらず、管理チームの開発リソース

が制約になる
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5.
Platformと
プロダクトチームの間の
壁を超えるために



オーナーシップ

Platformにおいて誰がどこに責

任を持つのかが明確になってお

り、自身の責任範囲のことは理解

して開発、運用ができること。

責任範囲を超えた抽象化は提供

しない。

サイロを生まないplatformとは

制約と自動化

Platformを使う上での制約や要

求は自動で満たされるように保証

できていなければならない。
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オーナーシップ

明示された責任分界点

❏ どこまでが利用するチームの責任で、どこまでがplatformの責任

か定義されていること

❏ Platformを利用するときに事前に合意しておくことで責任の押し付

け合いを防ぐ

❏ 特に社内だと境界の定義が曖昧になりがち(.e.g. platform team

が提供しているTerraform moduleがエラーで動かなかった時に

調べるのは誰の責任？)
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オーナーシップ

プロダクトチームがオーナーであるものついてはオープ

ンに

❏ プロダクトチームは自身の責任範囲のことを理解する義務がある

❏ AWSのリソース管理、Terraformのコード、Kubernetesの

manifestなどに対する抽象化は慎重に

❏ ドキュメントを用意して知りたいものが知れるように情報を整理し、

公開する
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制約と自動化

Platformを使う上で必須な設定は自動化する

❏ Platformは開発者がオーナーではないので詳細を知る必要はな

い

❏ Platform共通の設定は決まりきったものが多く、特に新規サービ

スのオンボーディング時の設定はテンプレート化、自動化しやすい

はず
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制約と自動化

ガードレールとフィードバック

❏ ポリシーを定義してガードレールとすることでplatformからの要求

やベストプラクティスを満たすことを保証する

❏ ポリシー適用の対象は多岐に渡り、クラウドインフラ、Kubernetes

リソース、ログなど理想的にはplatform上のすべてに対して適用し

たい

❏ 自動化することで違反に対して素早くフィードバックをする

❏ 自動化の手段としてPolicy as Code、AWS Config、Trusted 

Advisor…
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6.
マネーフォワードでの
取り組み



責任共有モデルの策定(これから)
❏ Platform上で扱うものについて利用者とplatformチームの責任境

界を定義して合意を得る

❏ AWSの責任共有モデルなどを参考にする予定

❏ https://aws.amazon.com/jp/compliance/shared-responsibilit

y-model/
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コストの最適化(WIP)
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コスト管理のオーナーはプロダクトチームで

あるべき

マルチアカウント構成なので独立したアカウ

ントについてはそのまま計上

共有アカウントについてはkubecostを利用し

たり、精緻な計測が難しいところはCPU利用

量を基準に使用料を配賦する予定



ドキュメントの整備

プロダクトチームの責任範囲については自分た

ちで理解して運用してもらうために詳しくドキュメ

ントを用意している。

SSGにはOSSのDocusaurus v2を利用してい

る。
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Enabling SRE
❏ 責任分界点を整理したり、ドキュメントを整理してもplatformを使う

ことは難しい

❏ プロダクトチームにオーナーシップを持ってもらい、platformでの

運用に必要な知識などをインストールするために動くためのチーム

を作っている

❏ 詳しい活動内容について知りたい方は

https://moneyforward.connpass.com/event/250555/
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Bootstrapの自動化

YAMLをインプットとして渡すとネットワー

ク、Terraform Cloudの設定、GitHubの

チーム、AWSアカウントとSSOの設定な

どが一通り展開され、すぐにplatformの

上で開発を始めることができる
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Bootstrapの自動化

❏ Platform固有の設定をプロダクトチームから隠蔽し認知コストと作

業の手間を減らしている

❏ プロダクトチームはTerraformとKubernetes manifestを書くことだ

けに集中できる
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Policy as Code(WIP)
❏ Kubernetes manifestに対しては推奨されるラベルが設定されて

いるか

❏ Terraformに対してはsecurity的な要件を満たせているか(e.g. 

ElastiCasheの保管時の暗号化が有効になっているか)

❏ これらをOPAやsentinelを利用して定義しており、CIで実行してい

る

❏ 将来的にはベストプラクティスとされているものは一通り揃えて、

platformでよくやりがちなミスなどはpolicyで検出できるようにした

い
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6.
まとめ



より良いplatformを目指して

❏ プロダクトチーム観点ではplatform上での運用にオーナーシップ

を持ってもらい、platformを理解してもらう

❏ プラットフォームチーム観点ではplatform上での運用の負荷を最

小限にできるよう自動化を進めたり、ポリシーでガードレールを作

り、違反したときに気がつけるようにすることで知らなければならな

いことを減らしていく

❏ プラットフォームの付加価値としてチームのパフォーマンスの可視

化、A/Bテストのための機能、高度なデプロイ方法などを提供して

いきたい
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We’re hiring!
マネーフォワードのマイクロサービス基盤の

開発にご興味がある方は以下の採用サイト

からご応募ください！

https://recruit.moneyforward.com/
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Free templates for all your presentation needs

Ready to use, 
professional and 

customizable

100% free for personal 
or commercial use

Blow your audience 
away with attractive 

visuals

For PowerPoint and 
Google Slides
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https://www.slidescarnival.com/?utm_source=template

